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第５講：消費と貯蓄（第１４章）

現在の所得に依存「しない」消費関数はどの
ような形であろうか？

なぜそのような消費関数が必要とされるの
か？

それらの消費関数とケインズ型消費関数との
違いはどのようなものか？



復習3.3 ケインズ型消費関数（グラフ） （１３－１）

例：

Y

C(Y)

0

C=cY+ C0

C0

c=限界消費性向

C／Y=平均消費性向

Y



4

５．１ ケインズ型消費関数は「正しい」か？

検証するための現実のデータ

①クロス・セクションデータ：ある特定の時点での異なる（所得）

階層の人々に関する（消費の）データ

②タイム・シリーズデータ：異なる時点での同じ質のもの（消費）に

関するデータ

あ・長期データ…比較的長い期間（５０年など）

い・短期データ…比較的短い期間（４年など）

→ ケインズ型消費関数は（①）（②い）によって支持される。

しかし、（②あ）によっては支持されない

…新しい理論の必要性 （２つを同時に説明）
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図：クロス・セクション

可処分所得
≡ Y－T

C

0

ある同一時点で、所
得の違う人々の消
費データをならべる

→ 可処分所得に占
める消費の大きさが
所得が大きくなるに
つれ減少していく。

YL

５．１ ケインズ型消費関数は「正しい」か？

YH
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５．１ ケインズ型消費関数は「正しい」か？

図：タイム・シリーズ

可処分所得＝年

C

0

長期で考えると「大きく
見て」原点をとおる直
線：完全に比例
（平＝限＝一定）

短期で考えると「部分
的に見て」切片を持つ
直線：平均消費性向は
次第に低下
（平＝逓減
限＝一定）

９０年８０年

短期１

短期２

長期
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